
兇】》

◎ ◎
○新沼団長就任あいさつ

・P2

0ニ ユー フェイニズ
・…P3

0消 防操法竸技会特集
・P4

0消 防団長感謝状贈呈式
・P6

0全 団車両 にデジタル無線配備
・・P7

0今 野前団長退任あい さっ
P8

辱醸灘翻曝1内般嬉癒澄購耀麟臆灘急
灘鐵 態鍵麟灘麟i鹸鍵　

鐡轟

唄
饗

濃

噌
叱

一ψ
㌔
転

百

=

イ
「

ち

鐸
　い
轡礼虹臨'

隔

、・f

盛

r
f"㌔
り

三

、:

'

㎝
ゾ
ニ

ご

ノ

の

ア

窪

叩
ゆ

∴

{'
～

一

ご
-

τ
・、じ

帆㌧

」

か・

・、
堵

ぬ

く

r

院㌧
'
磁

鰯

脚
ナ、}

「

'縛惣
'

[,

噌曹

隔曜

f

翔爵 曇

災馨乗窃越屍.

謡惑

響

3鋸

融 。

4

懸

'

紅
灘
灘

転
灘

「

灘

・

・

.鼓

ー

、

駕

'
』
啄

ち

も

も

戯

」

メ

・講

『

膠

.

て
・
ず

」

に ハが ロマ

ず ヒ の レ ヘ ド ィ

瞳鰭 ・一 ・・騨 一 一 ・

鋸麺量

盟

嬉

催

轡

翻

τ
粥●、窃

　

ー
凋

矯

融

匿

猛

○『消すまでは 心の警報ONの まま』●

2013年 度全国統 防火標語

編 集 ・発 行 大 船 渡 市 消 防 団(大 船 渡 市 盛 町 字 木 町1-1TELOI92-27-2119)

大 船 渡 地 区 消 防 組 合 ホ ー ム ペ ー ジhttp://www.fd-ofunato.jp/



脅
6
消
彷
団
長
就
圧
挨
拶

日
ご
ろ
よ
り
、
市
民

の
皆
様

の

消
防
団
に
対
す
る
ご
支
援
と
ご
協

力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
4
月
に
、
消
防
団
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
て
、

い
ま
さ
ら
な

が
ら
そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
が
、
全
身
全
霊
で
務
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も

さ
ら
な
る
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
大
船
渡
市
消
防
団

は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
に

よ
り
、
地
域
住
民
に
最
も
身
近
な

防
災
機
関
と
し
て
大
き
な
信
頼
と

期
待
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
訓
練
を
重
ね
、
被
害

の
軽
減
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
昨
年

の
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
津
波

に
よ
る
多
数

の
犠
牲
者

の
発
生
を

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
つ
ら
く
厳
し

い
経
験
を
、
詳
細
に
検
証
し
、
以

大
船
渡
市
消
防
団

団
長

新

沼

竹

美

前
に
も
増
し
て
地
域
防
災
力
を
強

化
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ
の
よ
う
な
中
、

広
域
災
害
に

お
け
る
通
信
設
備

の
充
実
が

一
つ

の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
が
、
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
に
伴

い
消

防
団
車
に
装
備
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル

無
線
を
活
用
し
情
報
伝
達
の
迅
速

・

円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
活
動

中

の
安
全
管
理
の
徹
底
を
重
点
に

訓
練
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
船
渡
市
消
防
操
法
競

技
会
を
平
成

22
年
度
以
降

3
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
震
災
の
影
響
で
訓
練
場
所

の

確
保
が
難
し
く
、
消
防
屯
所
も
復

旧
し
て
い
な
い
中
、
本
年
度
の
開

催
に

つ
い
て
時
期
尚
早
で
は
な
い

か
と
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

消
防
技
術
の
伝
承
と
、
「
わ
が
郷
土

大
船
渡
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
義
勇
と
愛
郷

の
精
神
を
、
消
防

操
法
に
て
皆
様
方
に
ご
披
露
い
た

し
た
く
、
開
催
を
決
意
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

現

団
員

の
8
割

が

サ
ラ

リ
ー

マ

野

ン

で
あ

る

こ
と

か
ら
、

団
員

の
確

保

や
団

活
動

は
、

事
業

所

の
理
解

亀

と
協

力
な
く
し
て
は

で
き
ま
せ
ん
。
警議

そ
し
て
何
よ
り
も
ご
家
族

の
ご
支

援
が
不
可
欠
で
す
。
市
民
の
皆
様

鶴

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

欝

今
後
も
団
員
確
保
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う

か
こ
れ
ま
で
以
上
の
お
力
添
え
を

響鍵

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
わ
れ
わ
れ
大
船
渡

ヨ

市
消
防
団
は
、
先
輩
方
が
築
き
上

馨

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
大
船
渡
消
防

欝

の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し

つ
つ
、

地
域

の
安
心

・
安
全

の
確
保
の
た

懇

め
に
さ
ら
な
る
精
進
を
重
ね
ま
す

講

こ
と
を
、
強
く
決
意
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
方

の
な
お

一
層

難

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

鰐

よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平成25年 度新入団員名簿
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圖

先輩方が素晴 らしいので、今の

ままでいて下さい。

いっも積極的に参加 しています。

若手の中心とな り、活躍 しくれる

事を期待 します。

分か らな いことばか りなの で、

ご指導 よろ しくお願 い します。

第2分 団第3部

オ多山 榿寸弓ホ

18歳

読書

先輩方 を見習 い、 気を 引き しめ

て、 地域 の安 心 ・安 全を守 って い

きた いです。

待 望の 高卒ル ーキ ー☆楽 しく盛

り上 げて行 きま しょう!!

第5分 団第3部

志 田 拓 也

23歳

カメラ

地域に貢献できるよう、頼れる

消防団員になりたいと思います。

成 せ ばなる!結 束 して こそ この 地域 のた め に、 一緒 にがん ば り

4分 団6部!一 緒 に頑張 ろ う!!ま しょう。

第7分 団第3部

千 葉 洋 希

24歳

釣り、スノーボード

入団促進の広報活動をしたいです。

時 には厳 しく指導 します ので、

今 後 も、 よ り良 い消防 団 とな る様

一緒 に頑 張 りま しょう。

第10分 団第1部

村 上 諒 祐

28歳

ギター

お手柔らかにお願いします。

入 団おめで と う。第10分 団第1

部 は楽 しい ところなので 一緒 に頑

張 りま しょう。

第8分 団第2部

千 葉 元 喜

29歳

料理

消防団活動、私生活で、分から

ない事は、遠慮なく優 しい先輩達

に聞いて下さい。

第11分 団第6部

門 田 聡

26歳

アニメ

早 く、 一人 前の消 防人 になれ る

よ う、期 待 してい ます 。一緒 にが

んば りま しょう!

第3分 団第1部

黄 川 田 悠 介

18歳

金魚の飼育
ノ

消防 団は、 楽 しい コミュニケ ー

シ ョンの場 で す。 これ か らも親子

3人 で地域のため、貢献 しま しょう!

○班長 黄 川田光 明 父

○団員 黄 川田光一 兄

第6分 団第2部

佐 々 木 優

29歳

映画鑑賞

被災 した 屯所を、

しい。

早く建てて欲

とても気が利く好青年です。操

法の選手にな った ら、好成績を残

してくれると期待 しています。

第9分 団第2部

佐 藤 日

22歳

車、バイク

消防団員として地域のため、み

んなのため頑張って欲 しいです。

欝騨幽
精_長 りま講 強

期待 して いるので お互 い頑 張 り

ま しょう。



皐威25年 度

乗船険市浦防繰法競挨会
6月30日(日)、 平成25年 度大船渡市消防操法競技会が盛川河川敷公園を会場に3年 ぶ りに開催されました。

いしざわ き よ たか

第11分 団第4部 の石澤紀誉隆班長の選手宣誓を皮切 りにポンプ車22チ ーム、小型ポンプ26チ ームが震災 によ

り訓練会場が限られる中、訓練を重ねてきた成果を集 まった家族や応援団に披露しました。

競技会の結果、ポンプ車の部は第5分 団第2部(赤 崎町蛸 ノ浦)、小型ポンプの部は第5分 団第3部(赤 崎

町清水 ・合足)が 深紅の優勝旗を手にしました。

噛 蒙5響静嫉 騨 購 舜 饗 慕欝
一(勘_

指揮者 志田 睦明

1番員 千葉 史裕

2番員 東 善和

離 鞍

3番員 亘理 拓也

4番員 熊澤 拓也

補 欠 熊澤 聖紀

5分轍 謄

指揮者 石橋 善穂3番 員 佐々木雄大 指揮者 山下 直也3番 員 滝田 光

1番員 佐々木善彦4番 員 藤嶋 秀勝1番 員 村上 渡4番 員 岩脇 幸平

2番員 大森 尚 補 欠 金野 義和2番 員 舘本 拓 補 欠 近藤 興人

瀞1分騨 勝蕃鱒鱒
G)_ab,一

指揮者 藤原 淳3番 員 志田 広隆 指揮者 石澤紀誉隆3番 員 鈴木 拓也 指揮者 磯谷 長栄3番 員 志田 孔徳

1番員 志田 勇人 補 欠 志田 智1番 員 古水 大喜 補 欠 古水 州1番 員 大澤 一真 補 欠 袖野 雄

2番員 今野 雄太2番 員 坂本 貴人2番 員 磯谷 貴実

縦ソz議1811i彗 じr輸l

l第4位 灘 雛 轟 屋繭 町肚 屋敷明宇轍 曄 川原)i第4位:灘 鯉 鷲1上 峙_地 ノ森)l

i第5位1第6分 団第2部(赤 崎町 山口、生形、大洞、後ノ入、宿)電 廓 位 集9分 団蕪 区(日頃市町 田代騨 石搬 岩)l

l第6蝉3分 団第2部(一 磁 宮ノ概 前 丸森)1第6位'第1・ 分団第6音tl(綾里 砂子一 測

1第7無 第3分 団卸 部(大 船渡町 平)1第7低 第7分 団第1部(猪 川町 久細 大野)l

l第8位:第6分 団第1部(赤 崎町 大立 永浜)i第8位A第9分 団第4部(日 頃市町 長安糊 ・川内)i

i第9位}第4分 団第3部(末 崎町 小細浦、小河原、平)i第9位 、第8分 団第3部(立 根町 久保 菅生、下欠)1ユ ら 　 　 ド ヨ 　 ド も

i第10位1第10分 団 第4部(綾 里 宮野)i第10位 第4分 団第5部(末 崎町 門ノ浜、中井)1 舜
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噸 鱒騨

.談 繍

監 操法競技会
・ 握

繭麟鰯繭

の様瓢

磐 ヲ 戯

"

、　

懸灘灘 欝灘 羅懸懸 凝
ecポ ンプ車の部優勝 第5分 団第2部のみなさん

欝 鍵慧
みんなの姿1こ感動し、部長として誇り1こ思います。今後、

新たな飛躍を期待しています。

圖

指揮者 志田 睦明
感 想 地域の方々、協力して下さった方

に恩返しが出来てよかったです。

来年へ向けて 常に挑戦する気持ちを忘れ

ず、成長していきたいです。

1番 員 千葉 史裕
感 想 この部の選手として大会に出場出

来たことを光栄に思います。

来年へ向けて どのポジションになっても

役割をまっとうし、上位大会を目指したい。

2番 員 東 善和
感 想 プしツシヤーに打ち勝ち、練習通

り出来てホッとしています。

来年へ向けて 県大会の優勝旗がほしいの

で上を目指 し頑張りたいです。

3番 員 亘理 拓也
感 想 ただただ素直に嬉 しいの一言です。

来年へ向けて 選手が変わっても連続優勝

を目指 したいと思います。

4番 員 熊澤 拓也
感 想 初めて選手として出場 し、支えて

もらった皆さんに感謝 しています。

来年へ向けて 勝っために自分に出来るこ

とを最大限努力したいと思います。

補 欠 熊澤 聖紀
感 想 震災後の優勝ということで思い出

に残る大会でした。

来年へ向けて また結果を残せるように、

今年同様に取 り組みたいと思います。

働
審 転』
.癬L

小型ポンプの部優勝 第5分団第3部 のみなさん

繍識 黒繋 禽
鍛 三喜し選撃纏 繍 しい深紅蹴
の優勝旗をありがとう。そして、お疲れ様でした。

指揮者 藤原 淳
感 想 団員全員が協力 し、優勝という目

標を達成出来たことに満足 しています。

来年へ向けて 結果1こ満足することなく、

支部 ・県で結果を残すよう頑張 りたい。

懸1義 …_劇
議轟1.

2番 員 今野 雄太
感 想 練習は辛かったが、優勝できてホ

ッとしています。

来年へ向けて 市 ・支部の大会で優勝し、

県大会でも好成績を残したいです。

3番 員 志田 広隆
感 想 ボツとしています。

来年へ向けて 県大会優勝!

補 欠 志田 智
感 想 嬉しいです。

来年へ向けて 来年も優勝できるよう1こ、

練習に取り組みたいです。

懲

.選手の皆さん、訓練ご苦労さまでした。

来年に向けてがんばりましょう!!



「

平成25年度消防団防災訓練 ・春季演習(消 防表彰式)
5月26日(日)、 地震 ・津波災害発生時における安全管理および大規模災

害時における消防活動の検証を目的 として、盛川河川敷を主会場に市内

全域で消防団防災訓練を実施しました。

地震が発生し大津波警報が発表されたとの想定によ り、消防団安全管

理マニュアルに沿って、消防デジタル無線を活用 した避難誘導 ・広報伝

達活動、 自然水利を利用 した大規模火災防御訓練などを行いました。終

了後、盛町商店街を分列行進し、盛川河川敷公園で春季消防演習並びに

消防表彰式が行われ、新入団員の辞令書交付や個人 ・団体功労の表彰、

長年の団活動を陰で支えた家族に内助功労の感謝状が贈呈されました。

丞ゐ

脳 勲
団本部 小西敏明部長の夫人 小西玲子さん

が内助功労感謝状を代表受領しました。

消防団長感謝状贈呈
5月5日(日)に 三陸町綾里で発生した建物火災で、

親戚と協力し迅速な初期消火を行い火災の拡大を防

いだ、森 田ご夫妻ほか4人 の方 と、6月5日(水)赤

崎町で発生 した事故で、迅速適切な行動により火災

に至る危険を未然に防いだ佐藤様に、7月20日(土)、

大船渡消防署会議室において新沼竹美消防団長より

感謝状が贈呈されました。

〈綾里火災の消防協力者〉

森田 實様 ・森田タミ子様(大 船渡市三陸町綾里)

山本 洋様 ・博子様 ・翔太様(宮 城県 白石市)

石川和子様(大 船渡市三陸町綾里)

〈赤崎町事故の消防協力者〉

佐藤浩昭様(大 船渡市立根町)

佐藤浩昭様(前 列左から2番 目)

石 川和子様(前 列左から3番 目)

森 田ご夫妻、山本様ご家族は欠席のため、森田志津子様

(前列右から2番 目)が 代理受領しました。

7人 の勇気ある行動に敬意を表 しまず。
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平成25年 度の大船渡市消防後援会連絡協議会総会が7月

26日(金)に 開催され、新役員が決定 しました。その後、会

員 ら約50人 が出席 し感謝状贈呈式が開かれ、長年の後i援会

活動の功績を称え、前会長の今野進様に大船渡市長表彰、

前地区会長9人 に後援会長表彰 として、感謝状が贈 られま

した。引き続き、懇親会が催され、来賓の金野周明副市長、

新沼竹美消防団長が祝辞を述べました。

繍酸罐衡鱗灘織纈獺繋鐵覇麟購穣
〔'J`["〆 甲 網 酬 欧 丁及 π 腿 給 嚇 識 釜 窓 塚 会

◎ 大船渡 市長表彰

今 野 進 様(前 大船渡市消防後援会連絡騰 会長)

◎後援 会長表彰

佐々木 勝 正 様(前 盛町消防後援会長)

隆
康

勇
健
文

昭
久

葉
原

上
友

川
野
木
崎
々

千
菅

村
大
細
菅

佐
柏

美 様(前 第2分団第3部消防後援会長)

紘 様(前 平地区消防後援会長)

悦 様(前 第4分団第1部消防後援会長)

司 様(前 第4分団第2部消防後援会長)

規 様(前 第4分団第4部消防後援会長)
一・様(前 第4分団第6部消防後援会長)

夫 様(前 綾里地区消防後援会長)

喜 様(前 吉浜地区消防後援会長)

谷
澤
木
野

野

野
沼

藤
村

田

刈
黒
鈴
和
森
金
金
新

佐
栗
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長
長
長
事
事
事
事
事
事
事
事
事

会
会

会
副
副

理
理
理
理
理
理

理
監
監

喜 記(第11分 団消防後援会)

和 日召(盛 町消防後援会)

敏 彦(猪 川町消防後援会)

克 也(平 地区消防後援会)

清 一(第5分 団第2部消防後援会)

星 一(中 赤崎消防後援会)

秀 俊(立 根町消防後援会)

信 一(第9分 団消防後援会)

佐 々木昭吉(綾 里地区消防後援会)

渉(吉 浜地区消防後援会)

秋 男(第2分 団第2部消防後援会)

芳 勝(第4分 団連合消防後援会)
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呈消賄団車両にデブタル無線を配備
大船渡地区消防組合では、東 日本大震災による災害復旧事業として、消防指令センターおよび消防救急デジタ

ル無線施設 ・設備を整備 し、平成25年5月10日 より運用開始しました。

これに伴い、全消防団車両にも車載型移動局無線装置(デ ジタル無線やGPS機 能付き車両動態装置など)が 装

備され、災害活動などの際に、消防団車両の出動状況や車両が把

握できるようになりました。

広域災害時の消防団活動において、指令センターの大型モニター

に消防団車両の配備状況が表示されることにより、消防署隊や他

の防災機i関との連携が迅速に行われるようになります。

また、消防団指揮本部では通信機能の強化により、指揮命令の

確実性および災害活動時の安全管理の徹底が図られます。

大船渡市、i住田町からの火災、救急などの コ「9番 通報
は.大 船渡消防本部に設置する τ高機能消防指令センター」

で受け付けします。'

険 雛 消防指令センタヨ

大 船 渡 市 ・住 田 町
一般電話 ・携 帯電話 ・IP

火災現場

出動指令

⇒

出動騒
釦一 轟

ザ設
ヨ

の

嗣予
"

蝋

喫

,畿
憶き
"
、㍉

熱

灘
磁 醸 ミ&

ノ

r・ メ

多.

大船渡消防署

住 田 分 署

三 陸 磐 署

綾 里 分 遣 所

一;_、一茉一;∫_}∬

車両型移動局無線装置

消防指令センターの様子

C

トヅプアイドル

嵐 と蝦!1

6月5日(水)、 日本テ レビ特別番

組の企画で、第6分 団が盛川河川敷

公園で行っていた放水訓練中、被災

地を訪問中のアイ ドルグループ嵐の

メンバー(二 宮和也さん と松本潤 さ

ん)が 突然訪れ、訓練に参加すると

いう設定で撮影が行われました。嵐

の二人は、大船渡市消防団の活動服に着替え、ホース延長するなど消防

団の厳しい訓練を体験しました。

第6分 団の団員の方々は、撮影直前まで誰が来るのか知 らされず、 リ

ハーサルもないまま本番に臨みましたが、 トップアイ ドルのオーラに臆

することな く消防団の存在感を十分に出していました。

この映像は7月6日(土)の ゴールデンタイムに放送され、全国に大船

渡市消防団の元気な姿を発信することができました。

平成25年火災件数
(平 成25年1月1日 ～8月1日)

建 物 火 災 6件

林 野 火 災 3件

車 両 火 災 2件

船 舶 火 災 0件

その他火災 0件

合 計 11件

出場延べ人員 449件

し
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共演した第6分 団の団員
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ま
し
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

た
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
消
防
後
援
会
様
、

防
火
ク
ラ
ブ
様
、
各
地
域
の
公
民
館
の
皆
様
か
ら
の
多

方
面
に
わ
た
る
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
危
険
を
顧
み
ず
多
岐
に
わ
た
る
任
務
を
遂
行

さ
れ
た
全
団
員
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
の
際
に
勇
敢
な
皆
様
と
共
に
活
動
で
き
た

こ
と
は
、
私
の
消
防
人
生
の
最
大

の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
個
々
の
職
業
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
を
抱
え
な
が
ら
も
、
意
思
の
疎
通
を
図
り
、
地
域

防
災

の
要
と
し
て
災
害
に
即
時
対
応
し
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
消
防
団
員
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
融
和
を
図
り
、

一

致
団
結
し
て
防
災
の
任
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
も
こ
れ
か
ら
は
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
守

っ
て
い

た
だ
く
立
場
で
す
が
、
微
力
な
が
ら
消
防
後
援
会
と
し

て
消
防
団
の
後
方
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
沼
竹
美
新
団
長
を
中
心
に
義
勇
愛
郷

の
旗
印

の
も
と

一
致
団
結
し
、
市
民
の
皆
様
の
安
心

・

安
全
を
守
り
、
さ
ら
に
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
と
確
信
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
防
災
関
係
機
関

の
皆
様
、
長
い
間
の

温
か
い
ご
厚
情
と
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
愛
す
べ
き
大
船
渡
市
消
防
団
の
ま
す
ま

す
の
ご
隆
盛
と
ご
活
躍
、
そ
し
て
大
船
渡
市

の
無
火
災
、

無
災
害
を
祈
念
し
、
長
い
間
お
世
話
に
な

っ
た
多
く
の

方
々

へ
感
謝
し
な
が
ら
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

団
長

鱗

武

義

祝

、

平
成
25
年
3
月
31
日
を
も
ち
ま

し
て
、
消
防
団
長
を
退
任
し
ま
し

た
。
消
防
団
に
在
籍
し
た
約
38
年

間
、
諸
先
輩
方
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
りま

婦
人

、長 い間 大 変 お疲 れ様 でした。

睡 名腰 騨璽

他域彷災に尽力された皆

潤 当時 隊 釧 潤 当1熾 識 戯 踊

平成24年 度退団者名簿

団 長1今 野 武義}}部

撫♂職畿 ・ 野 璽 隊 名ぜ 響当劉 氏一名腰 騨璽 匿 名
一 難 糠17-2畿 債鐙 蘭嚇 団貝

i団 員i佐 々木 十一
団本部 「一}旧}一}　 闇「 　

部 長 ⊥平里 _勉14-2慨
1

薗t
山下 大寿

1一 本
副分団長{大浦 公友ll班 長i熊 谷与志昭1 団 員

寸 †

千葉 晴記111一 本}班 長 田端 仁

団 員}木 下 雄太14.41団 員i鈴 木 竜也17騨3 団 員 千葉 一上
1

11-4遡L長 及川 善文
1-4 班 長 佐 々木 崇14-6i団 員適 根 隆側8-1 団 員 鈴木 雅啓

1

粋域部 長 佐藤 明
3一 本

4

団 員{佐 野 清貴i5一 本1団 員1浦 島 貴史} 団 員 亘理 学 12一本i分 団長 田中 仁一

3-1

1弓

団 員}杉 山 旭i5-1i団 員1田 中 智」10-1 団 員 新沼 洋憲 1団 員 新沼 隆雄

団 員塵 良劉6一 本i団 員顕 村 鯛 団 員 佐々木卓也ト 12-11団 員

圃}頁 一 熊谷

岡崎 龍矢

団 則 相澤 翔太 6-11班 長1志 田 欣之 ㈹ 一2 団 員}中 島 智明 晴彦
「

3-3{部 長i新 沼 壮
「1

6-2i班 長}佐 藤 貴裕i
1

団 員i細 谷 典明
ト

12-2i団 員 小畑 佳祐
1

4一 本

重

1分団劉 藤 良也
7.1個 員t中 邑 貴友 ド0-3 団 員1中村 輝

→

12-3個 員 岡崎 久光

1団 貝i山 本 淳一
1一 寸 「

7-2i団 員i柴 田 高 史 …10-4 団 員i畑 中由起也 灘 畿灘懸1薩簾灘霧羅鑛i欝甑

鎧防団員募集
消防団は、個々の職業を持つかたわら 『自分たちのまちは自分たちが守る』という義勇愛郷の精神に基づき、

地域の皆さんとふれあいながら安心・安全なまちづくりの実現に努力しています。

◎消防団員の待遇

消防団員は、権限と責任を有する非常勤の地方公務員です。活動中に負傷した場合などには、公務災害補償な

どの補償が受けられます。また、年額報酬や出動手当、一定期間以上勤めると退職報償金などが支給されます。

消防団に興味を持たれた方や、消防団への入団を希望する方は、地域の消防団員、または大船渡消防署・三

陸分署・綾里分遣所にその旨をお伝えください。

ま ち を愛 す る 一人 ひ と りの 力 を結 集 すれ ば地 域 の 安全 は.必 ず確 かな もの にな りま す。

【問い合わせ】磯大船渡消防署(咀27-2119)禽 三陸分署(TEL44・2119)磯 綾里分遣所(咀42・2119)
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